
習
熟
度
別
少
人

数
学
習
の
メ

リ
ッ
ト
と
取
り

組
む
自
治
体
へ

の
支
援
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

Ａ　

こ
の
学
習
方
法
は
、
よ
り
き
め
細

か
な
指
導
が
で
き
る
た
め
学
力
向
上
に

効
果
が
あ
る
。
ど
の
地
域
で
も
質
の
高

い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
は
社
会
の
発

展
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
た
め

地
区
間
の
学
力
差
の
解
消
は
重
要
な
課

題
。
学
校
な
ど
に
学
力
向
上
支
援
チ
ー

ム
を
派
遣
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
指
導
や

適
正
な
規
模
の
学
習
集
団
の
編
成
に
関

す
る
助
言
な
ど
習
熟
度
別
の
少
人
数
指

導
に
取
り
組
む
自
治
体
を
積
極
的
に
支

援
す
る
。

「
ツ
ー
ル
・
ド
・

九
州
２
０
２

３
」
を
活
用
し

た
県
産
農
林
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

県
で
は
、
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者

に
県
産
農
林
水
産
物
Ｐ
Ｒ
の
た
め
飲
食

店
な
ど
で
順
次
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い

る
。
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
も
日
本
語
と
英
語
で
発
信
し
て
い

る
。
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
会
場
周
辺
に
北
九

州
市
と
約
30
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
博
多

和
牛
や
八
女
茶
な
ど
県
産
農
林
水
産
物

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
ま
た
、
旦
過
市
場
の

復
興
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
旦
過
市
場

か
ら
の
出
店
な
ど
速
や
か
に
準
備
を
進

め
る
。

地
域
猫
活
動
の

市
町
村
の
状
況

を
踏
ま
え
た
県

の
取
り
組
み
を

伺
う
。

Ａ　

飼
い
主
不
在
の
猫
の
取
り
組
み
は ※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、一
般
質
問
の
一
部
を

　

抜
粋
し
た
も
の
で
、９
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

板橋　聡
（みやま市）

吉村　悠
（北九州市小倉南区）

市
町
村
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
個
別
に

意
見
を
聞
き
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
応
じ
た

助
言
を
行
う
。
既
に
取
り
組
む
市
町
村

に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
、
他
地
域
に

も
広
め
て
も
ら
う
。
地
域
の
合
意
が
得

ら
れ
ず
、
地
域
猫
活
動
に
取
り
組
め
な

い
市
町
村
に
は
動
物
愛
護
団
体
に
よ
る

支
援
の
活
用
を
助
言
す
る
。
全
市
町
村

に
地
域
猫
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
人
と
動
物
の
共
生
社
会
づ
く
り
」
を

進
め
る
。

県
営
都
市
公
園

に
お
け
る
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
状

況
と
普
及
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
は
春
日
公
園

と
筑
後
広
域
公
園
で
供
用
し
、
春
日
公

園
は
セ
ク
シ
ョ
ン
を
増
設
予
定
。Ｂ
Ｍ

Ｘ
は
筑
後
広
域
公
園
で
上
級
者
と
初
中

級
者
各
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
着
手
し
た
。

ブ
レ
イ
キ
ン
な
ど
の
ダ
ン
ス
は
筑
後
広

域
公
園
と
春
日
公
園
、
筑
豊
緑
地
で
鏡

や
マ
ッ
ト
を
備
え
付
け
、
貸
し
出
し
準

備
を
進
め
て
い
る
。
魅
力
を
直
接
感
じ

て
も
ら
う
体
験
会
や
大
会
を
開
き
、

ト
ッ
プ
選
手
と
の
交
流
な
ど
で
気
運
を

盛
り
上
げ
、
普
及
促
進
を
図
る
。

全
国
初
の
「
福

岡
県
い
じ
め
レ

ス
キ
ュ
ー
セ
ン

タ
ー
」
設
置
と

市
町
村
の
首
長
部
局
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　

同
セ
ン
タ
ー
と
学
校
と
で
行
う
い

じ
め
解
消
に
向
け
た
対
応
の
協
議
に

は
、
こ
ど
も
の
状
況
に
応
じ
、
学
習
支

援
や
居
場
所
の
提
供
な
ど
を
行
う
市
町

村
の
こ
ど
も
福
祉
部
門
職
員
が
同
席
し

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
独

自
に
権
利
救
済
機
関
を
設
置
し
、
関
係

者
と
の
調
整
を
す
る
市
町
も
あ
り
、
こ

れ
ら
機
関
と
も
連
携
し
、
い
じ
め
で
心

に
傷
を
負
っ
た
こ
ど
も
が
自
立
で
き
る

よ
う
、
こ
ど
も
や
保
護
者
を
支
援
す

る
。

県
発
注
の
大
規

模
建
築
工
事
で

入
札
不
調
と

な
っ
た
件
数
と

原
因
お
よ
び
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

予
定
価
格
が
５
千
万
円
以
上
の
工

事
な
ど
の
入
札
不
調
は
、
昨
年
度
は
12

件
、
今
年
度
は
４
月
か
ら
の
５
カ
月
間

で
11
件
。
原
因
は
、
最
近
で
は
原
油
価

格
上
昇
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
価
格
の

急
騰
や
職
人
不
足
で
人
件
費
上
昇
に
よ

る
型
枠
工
事
な
ど
の
価
格
上
昇
で
、
業

者
の
積
算
価
格
が
県
の
予
定
価
格
と
乖

離
し
た
こ
と
。
不
調
と
な
る
と
再
度
入

札
す
る
た
め
新
設
学
校
で
は
開
校
、
県

営
住
宅
で
は
入
居
時
期
に
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
。

水
難
事
故
防
止

の
取
り
組
み
と

着
衣
水
泳
や
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
着
用
体
験
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

こ
ど
も
を
対
象
に
安
全
意
識
の
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
川
の
利
用
状
況

や
危
険
箇
所
を
、
地
元
自
治
体
と
調
査

し
た
上
で
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
活
用
し

た
分
か
り
や
す
い
注
意
喚
起
の
看
板
の

設
置
な
ど
事
故
防
止
の
強
化
に
努
め

る
。
事
故
回
避
や
安
全
確
保
に
有
意
義

で
あ
る
た
め
来
年
度
か
ら
安
全
教
育
担

当
の
教
員
等
を
対
象
と
し
て
、
着
衣
で

の
水
泳
実
技
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
試

着
体
験
を
取
り
入
れ
た
研
修
を
検
討
し

て
い
る
。

世
界
マ
ス
タ
ー

ズ
水
泳
選
手
権

等
の
意
義
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　

今
回
の
水
泳
選
手
権
は
成
績
だ
け

で
な
く
、
参
加
者
同
士
の
交
流
や
、
健

康
の
保
持
増
進
な
ど
に
も
つ
な
が
る
大

変
意
義
深
い
大
会
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
は
、
幅
広
い
世
代
で
気
軽
に

親
し
め
る
も
の
で
あ
り
県
内
各
地
で
体

験
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
開
催
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
人
を

増
加
さ
せ
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
福
岡
」
の
実
現
に

資
す
る
た
め
、
今
後
も
市
町
村
や
競
技

団
体
な
ど
と
協
力
し
て
取
り
組
む
。

高
校
教
員
の
英

語
力
の
現
状
と

英
語
指
導
力
向

上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

Ａ　

本
県
公
立
高
校
の
英
語
教
員
の
う

ち
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ｂ
２
レ
ベ
ル
以
上
、
英

検
準
１
級
相
当
以
上
の
資
格
取
得
者
の

割
合
は
76
・
１
％
で
、
全
国
平
均
を
３
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英

語
教
員
に
よ
る
公
開
授
業
に
加
え
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
活
用
な
ど
教
員
研
修
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
英
語
教
員
対
象

の
英
語
資
格
・
検
定
試
験
の
検
定
料
が

割
り
引
か
れ
る
特
別
受
験
制
度
を
周
知

し
、
今
後
も
受
検
を
促
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
衣
類
用
カ

バ
ー
の
資
源
循

環
に
向
け
た
取

り
組
み
を
伺
う
。

Ａ　

衣
類
用
カ
バ
ー
の
循
環
モ
デ
ル
確

立
に
は
、
再
生
品
の
品
質
確
保
や
コ
ス

ト
低
減
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
回
収
段

階
で
異
物
の
付
着
を
防
止
す
る
や
り
方

の
検
討
や
、
運
搬
の
効
率
化
に
取
り
組

む
。
さ
ら
に
回
収
か
ら
再
生
ま
で
一
連

の
サ
イ
ク
ル
に
携
わ
る
多
く
の
関
係
者

を
巻
き
込
む
必
要
が
あ
り
、
県
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
組
合
と
連
携
し
、
カ
バ
ー
製
造

業
者
と
意
見
交
換
も
行
う
。
関
係
業
界

の
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
働
き
か
け

る
。

「
生
涯
現
役

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
」
の
周

知
強
化
に
つ
い

て
知
事
に
伺
う
。

Ａ　

市
町
村
の
就
労
支
援
担
当
部
署
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
、
県
や
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た

「
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
開
催
を

県
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
発
信
。
企
業
に
は

70
歳
以
上
ま
で
働
け
る
制
度
導
入
の
支

援
等
を
周
知
し
、
セ
ン
タ
ー
利
用
を
促

し
て
い
る
。
今
後
は
セ
ン
タ
ー
の
会
員

登
録
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
情

報
入
手
手
段
を
分
析
し
、
よ
り
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
周
知
を
検
討
す
る
。

「
筑
前
茜
染
め
」

の
よ
う
な
地
域

特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

飯
塚
市
旧
筑
穂
町
で
古
く
か
ら
染

物
の
原
料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
た

「
ア
カ
ネ
」は
、
地
域
な
ら
で
は
の
歴
史

や
物
語
性
、
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ
れ

て
い
る
が
、国
の
Ｇ
Ｉ
へ
の
登
録
に
は
、

生
産
量
等
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。こ

の
よ
う
に
生
産
量
が
少
な
い
地
域
特
産

品
の
生
産
振
興
の
た
め
、
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
や
農
林
業
総
合
試
験
場
が
連
携

し
、
土
壌
分
析
に
基
づ
く
技
術
を
確
立

し
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
地

域
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

既
設
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
戸
開
走

行
保
護
装
置
の

設
置
に
係
る
補

助
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

Ａ　

県
で
は
、
大
地
震
で
建
物
な
ど
の

倒
壊
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
防
止
し
、

避
難
活
動
や
救
援
・
救
助
を
妨
げ
な
い

よ
う
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
建
物

の
耐
震
改
修
等
に
係
る
費
用
を
助
成
し

て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
安
全
性

は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
毎
年
の
点

検
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
と
考
え
る
。
戸

開
走
行
保
護
装
置
の
設
置
に
係
る
補
助

制
度
の
整
備
よ
り
も
所
有
者
・
管
理
者

が
定
期
点
検
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

県
立
高
校
で
の

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
教
育
長
に
伺
う
。

Ａ　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
生
徒

と
の
個
別
面
談
で
怒
り
な
ど
の
感
情
の

高
ま
り
や
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
の
仕
方

を
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
生
徒
全
体
に

向
け
、
怒
り
へ
の
対
処
法
の
講
話
を
す

る
学
校
も
あ
る
。
さ
ら
に
教
員
自
身

が
、
生
徒
指
導
の
際
、
怒
り
へ
の
適
切

な
対
処
を
指
導
で
き
る
よ
う
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
講
師
と
す
る
職
員
研

修
も
50
以
上
の
学
校
で
実
施
。
今
後
も

生
徒
や
教
員
に
対
す
る
取
り
組
み
の
充

実
を
図
る
。

障
が
い
児
通
所

支
援
の
過
去
５

年
間
の
利
用
状

況
推
移
と
利
用

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
知
事

の
認
識
を
伺
う
。

Ａ　

利
用
状
況
は
、
平
成
30
年
３
月
の

１
万
２
７
０
０
人
か
ら
本
年
３
月
の
２

万
３
７
３
４
人
と
５
年
間
で
約
１
・
９

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
障
が
い
児
通
所

支
援
は
、
障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も
の
身

体
お
よ
び
精
神
の
発
達
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
支
援
が
必
要
な
こ
ど

も
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
児
童
発
達

支
援
や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

笠　和彦
（福岡市中央区）

波多江 祐介
（筑紫野市）

宮川 宗一郎
（福岡市城南区）

高橋 義彦
（飯塚市・嘉穂郡）

林　泰輔
（朝倉市・朝倉郡）

小緑 貴吏
（北九州市戸畑区）

花田 尚彦
（宮若市・鞍手郡）

井上 正文
（宗像市）

江頭 祥一
（嘉麻市）

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

冨永 芳行
（糟屋郡）

山本 耕一
（北九州市若松区）

室屋 美香
（春日市）

渡辺 勝将
（那珂川市）
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